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❶ テーマ

❷ 今年度の取組方針

昨年度は強度行動障害のある方の支援について重点的に検討を行ったが、令和７年度ではそれ以外の「くらし」に関わ
る全体的なキーワードについて検討する。
具体的には下記5点について検討する。
①ヘルパー不足
②重度訪問介護の活用
③中山間地における障害のある方の支援（移動手段についても含む）
④身寄りなし問題
⑤障害のある方の住まいのあり方など

昨年度が「強度行動障害」一本に絞った検討を行ってきたが、今年度については、地域における周辺域のくらし部会メン
バーの関心事を複数取り上げる形で検討を進めていきたい。

なお強度行動障害のある方々への支援については、困難ケースの検討や人材育成のための研修会検討会の開催を「くら
し部会」とは別に設定する予定である。（詳細は別紙参照）

１

人材の確保及び重度障害者の地域での暮らしや中山間地の障害者の暮らし、
身寄りなし問題等について



❸ 今年度の取り組み状況

月 日 内 容

4月17日（木） ・新委員紹介、今年度検討事項に関するフリートーク（第1回部会）

５月27日（火） ・ヘルパー不足、重度訪問介護の活用について検討、次回テーマの設定（第2回部会）

7月3日（木） ・中山間地における障害のある方の支援について意見交換（第3回部会）

➍ その他（開催経過）

２

① ヘルパー不足問題 … 上越社協：重野委員より情報提供
② 重度訪問介護の活用について … さくら園：野口委員より情報提供
③ 中山間地における障害のある方の支援について … サポートおおすぎ：西山委員より情報提供
④ 身寄りなし問題について … 今後検討
⑤ 障害のある方の住まいのあり方について … 今後検討
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協議会における（仮称）上越地域強度行動障害支援者連絡会の体系（案）

３
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強度行動障害のある人の暮らしの充実を図るため、
支援者同士のネットワークを構築し、地域福祉の推進
に寄与することを目的に設立する。
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組織名

全体会（年2～3回）／17人(全委員)
※各部会から課題提起、社会資源の改善・開発提案

運営会議（年2～3回）／7人(兼務1)
（座長・副座長、専門部会長）
※各部会長等が、課題提起へつなげて

いくべき事案について協議を行う。

専門部会
（年3～4回）

こども部会
委員3人＋外部委員数人

相談支援部会
委員2人＋外部委員数人

くらし部会
委員3人＋外部委員数人

権利擁護部会
委員2人＋外部委員数人

当事者部会
※各部会の検討内容について、

当事者の視点から意見を抽出する。
※必要に応じて専門部会に出席する。

【くらし部会に連絡会を設立】

＜参加予定事業所＞
・（福）上越福祉会（更生園、療護園、ほほえみ、つどいの郷、にしき）
・（福）上越市社会福祉協議会（ふれんどり～ライフよしかわ）
・（福）さくら園（居多さくら工房、南さくら工房）
・（福）上越あたご福祉会（おもむき倶楽部）
・（福）やまびこ会（やまびこ）
・（福）みんなでいきる（きら、とも）
※各法人が運営する、相談支援事業所からも参加いただく

＜参加予定者＞
・管理者（施設長）
・サービス管理責任者

＜主な活動＞
・定期連絡会の開催
・強度行動障害児者を支える人材の育成及び把握
・困難ケース等のケース検討
・支援手法を学ぶための勉強会、研修会の企画運営
・メーリングリスト等による意見・情報交換 など


